
ＶＲ認知症体験会
（１）ＶＲ認知症の特徴

認知症を「学ぶ」のではなく、認知症を「体験する」ことで
認知症のある方への理解を深める体験会



ＶＲ認知症体験会
（１）ＶＲ認知症の特徴

認知症本人の視点を体験することで、本人の思いの理解に繋げられることを目的としたプログラム

「ＶＲ認知症体験会」は、ＶＲの技術を活用し、認知症の中核症状を一人称で体験するもの
複数の認知症の症状を本人視点で体験し、本人の視点に立ったときにその状況で何を感じ、何を思うの
かを体験する
想像だけでは感じることが出来なかった感情を体験した後に、同時に体験している参加者同士で感想を
述べ合い、認知症がある方を取り巻く環境をどの様に変えることが状況改善につながるのか意見を出し
ながら認知症がある方を取り巻く問題の本質に迫る



ＶＲ認知症体験会
（２）ＶＲ認知症の内容 ※当日は以下のコンテンツの中から３つを体験します。

ＶＲコンテンツ



ＶＲ認知症体験会
（２）ＶＲ認知症の内容

丹野 智文さん （アルツハイマー型認知症 当事者）
1974年宮城県生まれ。ネッツトヨタ仙台勤務。39歳のときに若年性アルツハイ
マー型認知症と診断される。診断後は同社で勤務を続けながら、不安を持っている
認知症ご本人のためのもの忘れ総合相談窓口「おれんじドア」実行委員会代表を務
める。自らの経験を語る講演活動にも力を入れている。

プログラムは当事者と共に作成

樋口 直美さん （レビー小体型認知症 当事者）
50歳でレビー小体型認知症と診断された。多様な脳機能障害のほか、幻覚、嗅覚
障害、自律神経症状などもあるが、思考力は保たれ執筆活動を続けている。



ＶＲ認知症体験会
体験者の声


